
資料１
今夏の振り返り

＜１－１＞ 環境省
＜１－２＞ 総務省消防庁
＜１－３＞ スポーツ庁



○熱中症特別警戒情報の発表はなかった
○令和3年以降で、熱中症警戒情報の発表回数が最も多かった

＜１－１＞ 環境省



１. 発表の基準

熱中症警戒情報（熱中症警戒アラート ）について

環境省 気象庁× 熱中症警戒アラート

府県予報区内のどこかの地点で暑さ指数（WBGT）が33以上
になると予測した場合に発表

＜地域単位＞

⚫気象庁の府県予報区等単位で発表

⚫該当府県予報区内の観測地点毎の予測される暑さ指数
（WBGT）も情報提供

＜タイミング＞

前日の17時頃及び当日の朝５時頃に最新の予測値を元に発表

１. 発表の基準

２. 発表の地域単位・タイミング

環境省・気象庁が提供する、暑さへの「気づき」を呼びか
けるための情報。熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境が
予測される際に発表し、国民の熱中症予防行動を効果的に
促す。

３. 情報の伝達方法（イメージ）

※環境省熱中症予防情報サイトで情報発信を行うとともに、「熱中症警
戒アラート等のメール配信サービス」及び「環境省LINE公式アカウン
ト」等を活用。

令和６年度は４月24日(水)から10月23日(水)まで実施

※令和３年から全国運用開始
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【参考】過去の実績 ※※同一地域を複数回としてカウント

令和３年度 4/28～10/27 令和４年度 4/27～10/26 令和５年度 4/26～10/25

延べ発表回数※※：613回
発表日数：75日/183日
発表地域：53地域/58地域

延べ発表回数※※：889回
発表日数：85日/183日
発表地域：46地域/58地域

延べ発表回数※※：1,232回
発表日数：83日/183日
発表地域：58地域/58地域

４．令和6年度の実績 4/24～10/23

延べ発表回数※※：1,722回
発表日数：103日/183日
発表地域：51地域/58地域
※※同一地域を複数回としてカウント



熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート ）について

環境省 熱中症特別警戒情報

都道府県内において、全ての暑さ指数情報提供地点における、
翌日の日最高暑さ指数（WBGT）が35（予測値）に達する場合
に発表

＜地域単位＞

⚫都道府県単位で発表

⚫該当都道府県内の観測地点毎の予測される暑さ指数
（WBGT）も情報提供

＜タイミング＞

前日10時頃における翌日の予測値で判断し、前日の14時頃に
発表

１. 発表の基準

２. 発表の地域単位・タイミング

気温が特に著しく高くなることにより熱中症による人の健康に
係る重大な被害が生ずるおそれがある場合に、環境省が発表す
る情報。
自助を原則として、個々人が最大限の熱中症予防行動を実践す
るとともに、共助や公助として、個々人が最大限の熱中症予防
行動を実践できるように、国、地方公共団体、事業者等全ての
主体において支援することを目的としている。

３. 情報の伝達方法（イメージ）

令和６年度は４月24日(水)から10月23日(水)まで実施

4. 令和6年度の実績 4/24～10/23

延べ発表回数：0回
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令和６年度（４月〜10月）の気象の状況

• 全国的に気温の高い日が多かった。
• 特に、夏（6〜8月）の平均気温は夏として西日本と沖縄・奄美では1位、東日本
では1位タイの高温となった。※気象庁報道発表資料より https://www.jma.go.jp/jma/press/2409/02a/betten_natsu.pdf

令和６年 地域平均気温平年差の経過

• 全国153の気象台等のうち、三宅島、八丈島、父島および南大東島を除いた149地点での観測値を
用いる。

• 北日本：北海道、東北地方
• 東日本：関東甲信、北陸、東海地方
• 西日本：近畿、中国、四国、九州北部地方、九州南部
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夏（６〜８月）の日照時間平年差
（上図：令和６年、下図：令和５年）

東海地方以西は、今年は平年より
日照時間が顕著に多かった。

図は気象庁ホームページより



令和６年度 夏の状況：47都市の平均日最高暑さ指数（WBGT）

全国47都市：札幌市※3、青森市、秋田市、 盛岡市、仙台市※3 、 山形市、 福島市、 水戸市、宇都宮市、 前橋市、 熊谷市、 東京・文京区※3 、
銚子市、 横浜市、 長野市、甲府市、静岡市、 名古屋市※3 、 岐阜市、 津市、 新潟市※3 、富山市、 金沢市、 福井市、 彦根市、京都市、
大阪市※3 、神戸市、奈良市、和歌山市、 岡山市、広島市※3 、松江市、鳥取市、徳島市、高松市、松山市、 高知市※3 、下関市、福岡市※3 、
大分市、長崎市、佐賀市、熊本市、宮崎市、鹿児島市※3 、 那覇市※3 5
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47都市5年(2019年-2023年)平均値 47都市平均(2024年)WBGT ※1 ※2

※１ 47都市5年（2019-2023年）平均値：実測値提供11都市※3と実況値提供36都市の5年（2019-2023年) 平均値に対して、
前後9日間移動平均を3回繰り返した値

※２ 47都市平均（2024年）：実測値提供11都市※3と実況値提供36都市の日最高暑さ指数（WBGT）の単純平均した値

７月中旬～８月がピークだった



令和６年度 熱中症特別警戒情報の発表状況

6

熱中症特別警戒情報 発表はなかった。

○暑さ指数（WBGT）の予測値

[予測値] 前日10時頃時点における、該当日の日最高暑さ指数（WBGT）の予測値において、

●都道府県内の全ての地点が35以上となった都道府県 該当なし
●都道府県内の全ての地点が34以上となった都道府県 該当なし
●都道府県内の全ての地点が33以上となった都道府県 延べ10あった

７月28日 香川県７月

８月２日  徳島県 ８月３日  京都府 ８月３日  福岡県

８月４日  香川県 ８月４日  佐賀県 ８月13日 神奈川県

８月21日 佐賀県 ８月22日 佐賀県 ８月23日 佐賀県

８月



令和６年度 暑さ指数（WBGT）の実況値※
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※実況値：暑さ指数（WBGT）の実測値・実況推定値（速報版）
算出方法は、「熱中症特別警戒情報等の運用に関する指針」（令和６年２月27日環境省大臣官房環境保健部）p25 に基づく

７月

８月１日  佐賀県 ８月２日  香川県 ８月２日  佐賀県

８月３日  富山県 ８月３日  岡山県 ８月３日  香川県

８月３日  福岡県 ８月３日  佐賀県 ８月４日  富山県

８月４日  香川県 ８月４日  福岡県 ８月４日  佐賀県

８月５日  福岡県 ８月５日  佐賀県 ８月６日  香川県

８月12日 埼玉県 ８月17日 神奈川県 ８月18日 埼玉県

８月19日 神奈川県

８月

[実況値]
●都道府県内の全ての地点の日最高暑さ指数が35以上となった都道府県 該当なし
●都道府県内の全ての地点の日最高暑さ指数が34以上となった都道府県 該当なし
●都道府県内の全ての地点の日最高暑さ指数が33以上となった都道府県 延べ25あった

７月20日 埼玉県 ７月23日 埼玉県 ７月25日 佐賀県

７月27日 埼玉県 ７月28日 埼玉県 ７月28日 香川県
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熱中症警戒情報の発表状況

（回）

〇月別の発表実績

（参考）年度別発表実績

令和３年度 4/28～10/27 令和４年度 4/27～10/26 令和５年度 4/26～10/25

延べ発表回数※：613回
発表日数：75日/183日
発表地域：53地域/58地域
※同一地域を複数回としてカウント

延べ発表回数※：889回
発表日数：85日/183日
発表地域：46地域/58地域
※同一地域を複数回としてカウント

延べ発表回数※：1,232回
発表日数：83日/183日
発表地域：58地域/58地域
※同一地域を複数回としてカウント

令和6年度の実績 4/24〜10/23

延べ発表回数※：1,722回
発表日数：103日/183日
発表地域：51地域/58地域
※同一地域を複数回としてカウント
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【運用期間】
令和３年度：4/28～10/27、令和４年度：4/27～10/26
令和５年度：4/26～10/25、令和６年度：4/24～10/23 9

令和６年度は、東海地方以西の発表回数が例年より多かった。
北海道、東北地方及び北陸地方の発表回数は、昨年より少ない。



令和６年度熱中症警戒情報の発表状況（11地方予報区別）

発表があった発表単位数
/発表単位数

延べ発表回数（回）
発表地方あたりの発表回数

（回）

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

全国 53/58 46/58 58/58 51/58 613 889 1,232 1,722 10.6 15.3 21.2 29.7

北海道 4/8 0/8 8/8 1/8 9 0 27 1 1.1 0 3.4 0.1

東北地方 6/6 2/6 6/6 6/6 50 3 108 22 8.3 0.5 18.0 3.7

関東甲信地方 9/9 9/9 9/9 9/9 77 107 186 247 8.6 11.9 20.7 27.4

東海地方 4/4 4/4 4/4 4/4 53 46 100 162 13.3 11.5 25.0 40.5

北陸地方 4/4 4/4 4/4 4/4 48 51 135 70 12.0 12.8 33.8 17.5

近畿地方 5/6 6/6 6/6 6/6 47 103 145 241 7.8 17.2 24.2 40.2

中国地方 4/4 4/4 4/4 4/4 62 77 108 165 15.5 19.3 27.0 41.3

四国地方 4/4 4/4 4/4 4/4 51 116 97 188 12.8 29.0 24.3 47.0

九州北部地方
(山口県を含む)

6/6 6/6 6/6 6/6 103 178 171 311 17.2 29.7 28.5 51.8

九州南部・   
奄美地方

3/3 3/3 3/3 3/3 44 107 89 161 14.7 35.7 29.7 53.7

沖縄 4/4 4/4 4/4 4/4 69 101 66 154 17.3 25.3 16.5 38.5
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令和６年度は、東海地方以西の発表回数が例年より多かった

【運用期間】
令和３年度：4/28～10/27、令和４年度：4/27～10/26
令和５年度：4/26～10/25、令和６年度：4/24～10/23



令和６年度の熱中症の情報発信

熱中症予防情報サイトのアクセス数が急増

熱中症の情報発信が多く、国民の関心も高かった

4/25のみでも多数の報道
【熱中症特別警戒情報開始】
NHK NEWS WEB、NHK水戸、NHK山形、NHK富山、
NHK静岡、NHK秋田、NHK北海道、NHK信州、
NHK愛媛、NHK香川、NHK東海、NHK群馬、NHK
鹿児島、NHK徳島、NHK大分、NHK福井、NHK宮
崎、日本経済新聞、東日本放送、青森朝日放送、毎
日放送、十勝毎日新聞、デイリー東北、東日本放送、
北日本新聞、沖縄タイムス、山陽中央新報、カナロ
コ、新潟日報、チバテレ、TBS、日テレ、FNN、西
日本新聞、広島ホームテレビ、北日本新聞、東海日
日新聞、南日本放送、tenki.jp、RKB毎日放送、
MEDIFAXWEB、さくらんぼテレビ

【熱中症特別警戒情報や指定暑熱避難施設等に
関する解説】
NHK、NHK首都圏、NHK三重、NHK島根、NHK福
岡、NHK山形、NHK熊本、NHK岡山、FNN、関西テ
レビ、日テレ、テレビ西日本、CBCテレビ、熊本朝
日放送、産経新聞

各種のサイトや天気予報等で熱中症警戒情報等を表示
例：防災クロスビュー
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熱中症による救急搬送人員の状況

近年、搬送人員は４万～９万人前後で推移

出典：総務省消防庁（https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html）資料をもとに環境省が作成
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出典：厚生労働省 人口動態統計より環境省作成

平成30年以降、令和３年を除いて1,000人を超えている

熱中症による死亡者の年次推移
（平成6年〜令和5年）

（確定値）

熱中症による死亡者（５年移動平均）の状況

出典：厚生労働省人口動態統計（https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html）

令和６年９月17日 公表
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近年の死亡者数（５年移動平均）は、1,000人を超えている

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html


暑さ指数を実測する地点の拡大について

環境省では、全国841地点において暑さ指数の実況値及び予測値を算出し、熱中症予防情
報サイト等で広く提供している。

このうち11地点については、環境省が黒球温度計を設置し、実況値を①環境省が観測した黒
球温度、②気象庁が観測した気温（乾球温度）及び③気象庁の観測データから近似値で計算
した湿球温度の３つの値を用いて算出するため、「実測値」と呼称している。

他の830地点では、気象庁が観測した気温（乾球温度）に加え、気象庁の観測データ及び数
値予報データを用いて推定した黒球温度と湿球温度を用いて算出するため、「実況推定値」
と呼称している。

今年度、環境省では気象庁の協力を得て、36地点に黒球温度計を追加設置し、全国47都
道府県に各１点、実測値による観測を行うこととした。これにより、各都道府県における暑
さ指数の実況値の精度を向上させることが可能となった。
なお、新たな実測値は、令和７年度運用期間の開始日から、熱中症予防情報サイト等を通

じて提供する。（予定）

• 令和６年10月現在、実測値を提供している情報提供地点（11地点）
• 札幌・仙台・新潟・東京・名古屋・大阪・広島・高知・福岡・鹿児島・那覇

• 令和7年度から実測値を追加提供する情報提供地点（36地点）
• 青森・秋田・盛岡・山形・福島・水戸・宇都宮・前橋・熊谷・銚子・横浜・長野・甲府・静岡・岐阜・津・

富山・金沢・福井・彦根・京都・神戸・奈良・和歌山・岡山・松江・鳥取・下関・徳島・高松・松山・大分・
長崎・佐賀・熊本・宮崎
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＜１－２＞ 総務省消防庁
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9,532

7,085
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9,193
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※令和２年は新型コロナウイルス感染症の拡大状況を鑑み、調査を６月から開始

平成20年～令和６年の熱中症による救急搬送人員の推移

➢ 令和６年５月から９月の全国における熱中症による救急搬送人員の累計は97,578人と、
調査を開始した平成20年以降で最も多い搬送人員となった。

➢ 令和６年は非常に厳しい暑さが長期間にわたって続き、６月及び７月が過去２番目、
９月が過去最多の搬送人員となった。

（人）
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＜１－３＞ スポーツ庁



スポーツ庁の取組
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スポーツ庁の取組事例
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